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大津市の中学生のみなさんに
平成 27 年 6 月
大津市教育委員会

　入学、進級し、緊張感に包まれていた学校生活も気がつけば、もうすぐ１学期が終わろうとしています。
クラスにも慣れ、充実した日々を過ごせていますか。みなさんがそれぞれの場所で、学習や部活動などに
力一杯頑張り、友達だけでなく、クラスの仲間、そして先生も含め、充実した楽しい日々を過ごせていたら
うれしいです。
　さて、今回みなさんには考えてほしいことがあります。それは「いじめ」のことです。みなさんも知って
いる通り、いじめは、悪口やからかい、仲間はずれ、陰口はもちろん、暴力や物隠し、落書き、ネット（メール
や LINE 等）を利用した書き込みなど様々です。あなたが、軽い気持ちであっても、「いじり」や「ノリ」
と思っていても、その時、たとえ相手が笑っていたとしても、相手は深く傷ついているかもしれません。
　そして、何よりわかっていてほしいことは、かけがえのない命を失うこともあるということです。
「いじめ」は、相手を深く傷つけ、命までも奪ってしまう行為なのです。
　みなさんの学校生活はどうですか。
　今、自分が何気なく友達に話している言葉や態度で嫌な思いをしている人はいないでしょうか。まず、
自分が、いじめの加害者になっていないか見つめなおしてほしいと思います。
　反対に、いじめを受けてつらい思いをして一人で悩んでいませんか。最初の一歩に勇気が必要かもしれ
ませんが、ぜひ、友だちや先生などに相談してください。先生たちは、そんなあなたの気持ちに寄り添い
たいと思っています。
　また、自分のまわりにいじめを受け、困っている人はいませんか。たった一声のあたたかい言葉でその
仲間は救われるかもしれません。気付けた自分の優しさを、声かけや周囲に知らせる勇気に変えましょう。
みなさん一人ひとりの「いじめをなくしたい」という思いがなければ、いじめはなくなりません。先生と
みなさんがタッグを組んで、いじめのない、互いを尊敬できる関係、みんなが安心して過ごせる学校をつくって
いきましょう。

いじめにつながるこんな振る舞い
① 「友達だから、これぐらい大丈夫」という自分勝手な気持ちからくる言動
　　　⇨ 友達でも嫌なことは嫌。いつも相手を思いやる気持ちを大切にしよう
② 「あの子は、◯◯だから」という決めつけ
　　　⇨ 誰にでも得意、不得意はあるもの。良いところを見つけ合おう
③ 「いじっているだけ‥‥」「ノリで‥‥」と軽い気持ちからくる言動
　　　⇨ 友達との付き合い方を再度考えよう。仲間の思いを考えない「楽しさ」は、
　　　　 本当の「楽しさ」でしょうか。

④ メールや LINE 等の SNS を利用したコミュニケーションの取り方
　　　⇨ 便利なものでも使い方を間違えば、いじめにつながる。
　　　　 読む側の気持ちを考えた使い方を心がけよう。言葉を大切に使おう。

先生やおうちの方に相談しにくい時は、電話で相談できます
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